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(57)【要約】
【課題】測定レポートを送信する方法および装置を提供
する。
【解決手段】無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）によ
って行われる方法は、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿
ＰＣＨ状態において動作するステップと、ＨＳ－ＳＣＣ
Ｈ伝送上でＷＴＲＵについてのＨ－ＲＮＴＩを受信する
ステップと、測定を行うステップと、ＷＴＲＵについて
のＨ－ＲＮＴＩを受信することを条件に、Ｃｅｌｌ＿Ｐ
ＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態からＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ
状態に遷移するステップと、測定に関連する測定レポー
トをノードＢにＲＡＣＨを介してＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状
態において送信するステップを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって行われる方法であって、
　前記方法は、
　Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態において前記ＷＴＲＵが動作するステップ
と、
　高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）伝送上で前記ＷＴＲＵについての高速ダウン
リンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）無線ネットワーク一時識別子（Ｈ－ＲＮＴＩ）を
前記ＷＴＲＵが受信するステップと、
　前記ＷＴＲＵが測定を行うステップと、
　前記ＷＴＲＵについての前記Ｈ－ＲＮＴＩを受信することを条件に、前記ＷＴＲＵがＣ
ｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態からＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態に遷移するステッ
プと、
　前記測定に関連する測定レポートをノードＢにランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）
を介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において前記ＷＴＲＵが送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記測定レポートは、測定されたブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、ダウンリンク基準チャ
ネル上のパスロス、前記ダウンリンク基準チャネル上で測定された信号対雑音比（ＳＮＲ
）、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）の受信信号電力、前記ＣＰＩＣＨのＥｃ／Ｎ
ｏ、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）伝送に必要なＲＡＣＨプリアンブルランプア
ップの回数、または前記ダウンリンク基準チャネル上の受信電力の少なくとも１つを含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記測定レポートは、ＷＴＲＵ間の衝突の可能性を減らすようにランダムなオフセット
で周期的に送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、ＲＡＣＨプリアンブルのシグネチャ系列のセットが、前記ＲＡＣＨを介
して前記測定レポートを送信することに確保されることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、チャネライゼーションコードおよびスクランブリングコードのセットが
、前記ＲＡＣＨを介して前記測定レポートを送信することに確保されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定レポートは、前記ＷＴＲＵが前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にある間、セルが再
選択されると送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ＲＡＣＨプリアンブルまたはＲＡＣＨメッセージの中で前記測定レポートを周期的間隔
で送信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　前記ＷＴＲＵは、
　Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態において動作するように構成されるプロセ
ッサと、
　高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）伝送上で前記ＷＴＲＵについての高速ダウン
リンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）無線ネットワーク一時識別子（Ｈ－ＲＮＴＩ）を
受信するように構成される前記プロセッサと、
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　測定を行うように構成される前記プロセッサと、
　前記ＷＴＲＵについての前記Ｈ－ＲＮＴＩを受信することを条件に、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ
またはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態からＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態に遷移するように構成される前記
プロセッサと、
　前記測定に基づく測定レポートをノードＢにランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）を
介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において送信するように構成される回路と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記測定レポートは、測定されたブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、ダウンリンク基準チャ
ネル上のパスロス、前記ダウンリンク基準チャネル上で測定された信号対雑音比（ＳＮＲ
）、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）の受信信号電力、前記ＣＰＩＣＨのＥｃ／Ｎ
ｏ、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）伝送に必要なＲＡＣＨプリアンブルランプア
ップの回数、または前記ダウンリンク基準チャネル上の受信電力の少なくとも１つを含む
ことを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記測定レポートは、ＷＴＲＵ間の衝突の可能性を減らすようにランダムなオフセット
で周期的に送信されることを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、ＲＡＣＨプリアンブルのシグネチャ系列のセットが、前記ＲＡＣＨを介
して前記測定レポートを送信するために確保されることを特徴とする請求項８に記載のＷ
ＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、チャネライゼーションコードおよびスクランブリングコードのセットが
、前記ＲＡＣＨを介して前記測定レポートを送信するために確保されることを特徴とする
請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記測定レポートは、前記ＷＴＲＵが前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にある間、セルが再
選択されると送信されることを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記測定レポートは、ＲＡＣＨプリアンブルまたはＲＡＣＨメッセージの中で周期的間
隔で送信されることを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態においてＨＳＤＰＡデータを受信するよう
に構成される回路をさらに備えることを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記測定レポートに応答して選択されるトランスポートブロックサイズを有する後続の
ＨＳＤＰＡデータを受信するように構成される回路をさらに備えることを特徴とする請求
項１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記ＲＡＣＨを介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において送信するように構成される
前記回路は、セル更新動作に応答するものであることを特徴とする請求項８に記載のＷＴ
ＲＵ。
【請求項１８】
　前記測定または前記測定レポートは、チャネル品質指標（ＣＱＩ）であることを特徴と
する請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態においてＨＳＤＰＡデータを前記ＷＴＲＵ
が受信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項２０】
　前記測定レポートに応答して選択されるトランスポートブロックサイズを有する後続の
ＨＳＤＰＡデータを前記ＷＴＲＵが受信するステップをさらに備えることを特徴とする請
求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＲＡＣＨを介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において送信するステップは、セル
更新に応答するものであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記測定または前記測定レポートは、チャネル品質指標（ＣＱＩ）であることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＴＲＡＮ（Universal Terrestrial Radio Access Network）におけるＷＴＲＵ（無線
送信／受信ユニット）は、アイドル状態または接続状態のいずれかであることが可能であ
る。ＷＴＲＵが、接続状態にある間、ＷＴＲＵの移動性および活動に基づいて、ＵＴＲＡ
Ｎは、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ状態、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態、およびＣ
ｅｌｌ＿ＤＣＨ状態の間で遷移するよう、ＷＴＲＵに指示することが可能である。ＷＴＲ
ＵとＵＴＲＡＮの間のユーザプレーン通信は、ＷＴＲＵが、ＵＴＲＡＮに対してＲＲＣ（
無線リソース制御）接続している間に限って、可能である。
【０００３】
　Ｃｅｌｌ＿ＤＣＨ状態は、アップリンク（上り回線）とダウンリンク（下り回線）の両
方において専用チャネルによって分類される。ＷＴＲＵ側で、このことは、継続的な送信
および受信に相当し、ユーザ電力要件に厳しい可能性がある。
【０００４】
　非特許文献１において規定されるとおり、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態は、専用チャネルを
使用せず、このため、より低いアップリンクスループットおよびダウンリンクスループッ
トという犠牲を払って、より良好な電力消費を可能にする。Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態にあ
る間、アップリンク通信は、ＲＡＣＨ（ランダムアクセスチャネル）を介して達せられる
のに対して、ダウンリンク通信は、Ｓ－ＣＣＰＣＨ（２次共通制御物理チャネル）にマッ
ピングされた共有トランスポートチャネル（例えば、ＦＡＣＨ（順方向アクセスチャネル
））を介して行われる。Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態は、シグナリング（信号）トラフィック
（例えば、セル更新メッセージおよびＵＲＡ（ＵＴＲＡＮ登録エリア）更新メッセージの
伝送）、および非常に低いアップリンクスループットしか要求しないアプリケーションに
適している。
【０００５】
　Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態にある間、ＷＴＲＵは、測定制御情報の中に定められている信
号測定および／またはＴＶＭ（トラフィックボリューム測定）を実行することができる。
信号測定は、ＷＴＲＵによってセル再選択のために使用される。ＴＶＭは、測定制御情報
において指定された基準（criteria）に基づいて、測定レポート内でＵＴＲＡＮに報告さ
れる。この測定レポートは、ＲＡＣＨを介して送信される。
【０００６】
　ＲＡＣＨは、捕捉インジケーション（acquisition indication）を伴うｓｌｏｔｔｅｄ
－Ａｌｏｈａ機構に準拠している。ＲＡＣＨメッセージを送信する前に、ＷＴＲＵは、ラ
ンダムに選択されたアクセススロットの中で短いプリアンブル（ランダムに選択されたシ
グネチャ系列から成る）を送信することによって、チャネルを獲得しようと試みる。ＲＡ
ＣＨプリアンブルを送信した後、ＷＴＲＵは、ＵＴＲＡＮからの捕捉インジケーションを



(5) JP 2012-195960 A 2012.10.11

10

20

30

40

50

待つ。捕捉インジケーションが全く受信されない場合、ＷＴＲＵは、ＲＡＣＨプリアンブ
ルに関する送信電力をランプアップ（急成長）し、ＲＡＣＨプリアンブルを再送信する（
すなわち、選択されたアクセススロットの中で、ランダムに選択されたシグネチャ系列を
送信する）。捕捉インジケーションが受信された場合には、ＷＴＲＵは、有効にチャネル
を捕捉しており、ＲＡＣＨメッセージを送信することができる。ＲＡＣＨプリアンブルに
関する初期送信電力は、開ループ電力制御技術に基づいて設定され、ランプアップ機構を
使用して、ＷＴＲＵ送信電力がさらに微調整される。
【０００７】
　Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態においてＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）を
使用することが提案されている。ＨＳＤＰＡは、非特許文献２において導入されたフィー
チャ（機能）である。ＨＳＤＰＡは、Ｃｅｌｌ＿ＤＣＨ状態において機能する。ＨＳＤＰ
Ａは、以下の３つの重要な概念（キーコンセプト）、すなわち、ＡＭＣ（適応変調－符号
化）、ＨＡＲＱ（混成自動再送信要求）スキーム（基本構想）を使用した再送信、および
ノードＢスケジューリングを用いることによって、ダウンリンク共有容量を、よりうまく
活用する。
【０００８】
　２（二）ミリ秒毎に、ノードＢが、ＷＴＲＵからノードＢが収集する情報と、ダウンリ
ンクバッファのステータスとに基づいて、ＨＳ－ＤＳＣＨ（高速ダウンリンク共有チャネ
ル）上で伝送をスケジュールする。さらに、ノードＢは、ＭＣＳ、トランスポートブロッ
クサイズなどを適合させることによって、伝送ビットレートを特定のＷＴＲＵに合わせる
。ノードＢは、良好なチャネル状況を感知するＷＴＲＵに、より高いデータ転送速度で送
信し、良好でないチャネル状況（例えば、セル境界における）を感知するＷＴＲＵに、よ
り低いデータ転送速度で送信することが可能である。
【０００９】
　ＨＳＤＰＡ動作に関して、ノードＢは、ＷＴＲＵからのＣＱＩ（チャネル品質指標）、
およびＡＣＫ（肯定応答）／ＮＡＣＫ（否定応答）フィードバックを必要とする。ＣＱＩ
は、ＷＴＲＵがサポートすることができる最大ＭＣＳを与えるテーブル内のインデックス
である。ＣＱＩは、ＵＴＲＡＮによって決定された周期数（periodicity）で周期的に送
信される。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、ＨＡＲＱプロセスに使われている。ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報は、パケットがダウンリンクで受信されることに応答するときだけ、提
供される。
【００１０】
　非特許文献１において、ＣＱＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報は、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ（高
速専用物理制御チャネル）を介して送信される。各ＷＴＲＵには、別個のＨＳ－ＤＰＣＣ
Ｈが割り当てられ、その結果、ＷＴＲＵは、このフィードバック情報を容易に提供するこ
とができる。さらに、ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、アップリンクＤＰＣＣＨ（専用物理制御チャ
ネル）に対するオフセットを使用して電力制御され、この電力制御のために、閉ループ電
力制御が実行される。ＨＳ－ＤＰＣＣＨ上の情報は、検出を助けるために高度に符号化さ
れる。ますます多くのＷＴＲＵがＨＳＤＰＡを使用するにつれ、フィードバック制御チャ
ネルの数は、増加する。これらが電力制御される場合に、フィードバック情報は、アップ
リンク雑音上昇を生じさせ、その他のアップリンク伝送のために利用可能な容量を減らす
可能性がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１１】
【非特許文献１】3GPP (Third Generation Partnership Project)仕様、Release 6
【非特許文献２】3GPP (Third Generation Partnership Project)仕様、Release 5
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
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　ＨＳＤＰＡが、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態で使用される場合、主な問題は、ＣＱＩおよび
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信する専用のアップリンクチャネルが無いことである。ＣＱＩ
およびＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が無いと、ＨＳＤＰＡの利点は、大幅に小さくなる。非特許
文献１は、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態におけるＨＳ－ＤＳＣＨに関する最適なＭＣＳ選択お
よびスケジューリングのサポートを提供していない。
【００１３】
　したがって、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態において共有チャネルを介してＣＱＩ情報を提供
するための方法および装置を提供することが望ましいであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　ＷＴＲＵに割り当てられた専用チャネルを有することなしに、ＷＴＲＵがＣｅｌｌ＿Ｆ
ＡＣＨ状態にある間に、共有チャネルまたは共通チャネルを介してＣＱＩを送信するため
の方法および装置が、開示されている。ＷＴＲＵが、少なくとも１つのパラメータの測定
を実行し、この測定に基づいてＣＱＩを生成する。次に、ＷＴＲＵは、ＲＡＣＨを介して
ＣＱＩを送信する。ＣＱＩは、ＲＡＣＨプリアンブルを使用して送信されることが可能で
ある。複数のシグネチャ系列が、複数のグループに分割されることが可能である。ＷＴＲ
Ｕは、ＣＱＩに基づいて１つのグループを選択し、この選択されたグループの中のシグネ
チャ系列のなかから、ＲＡＣＨプリアンブルを送信するための１つのシグネチャ系列をラ
ンダムに選択することができる。ＣＱＩは、ＲＡＣＨプリアンブルに付加されることが可
能である。ＣＱＩは、ＲＡＣＨメッセージの制御部分またはデータ部分を介して送信され
ることが可能である。ＲＡＣＨメッセージは、ＣＱＩ伝送を含むＲＲＣ測定レポートであ
ることが可能である。ＣＱＩ報告は、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送の復号が成功することによって
トリガされることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　本発明のより詳細な理解は、例示として与えられ、添付の図面と併せて理解されるべき
、好ましい実施形態の以下の説明から得ることができる。
【図１】例示的なＷＴＲＵを示すブロック図である。
【図２】ＲＡＣＨプリアンブルの終わりに付加されたＣＱＩを示す図である。
【図３】ＲＡＣＨ制御メッセージに担持されたＣＱＩの例を示す図である。
【図４】ＲＡＣＨメッセージの内のＲＡＣＨヘッダに担持されたＣＱＩの例を示す図であ
る。
【図５】例示的な２層（２段）ＣＱＩ構造を示す図である。
【図６】ＣＱＩ報告トリガ例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以降、言及する場合、「ＷＴＲＵ」という用語には、ＵＥ（ユーザ機器）、移動局、固
定加入者ユニットもしくは移動加入者ユニット、ポケットベル、セルラー電話機（携帯電
話）、ＰＤＡ（パーソナルデジタルアシスタント；携帯情報端末）、コンピュータ、また
は無線環境において動作することができる他の任意のタイプのユーザデバイスが含まれる
が、以上には限定されない。以降、言及する場合、「ノードＢ」という用語には、基地局
、サイトコントローラ、ＡＰ（アクセスポイント）、または無線環境において動作するこ
とができる他の任意のタイプのインタフェースデバイスが含まれるが、以上には限定され
ない。
【００１７】
　本実施形態は、３ＧＰＰ　ＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）に関連し
て説明されるが、本発明は、チャネル品質フィードバック情報が、共有／共通チャネルを
介して送信されることが要求される任意の無線通信システムに適用可能であることに留意
されたい。
【００１８】
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　図１は、例示的なＷＴＲＵ１００のブロック図である。ＷＴＲＵ１００は、測定ユニッ
ト１０２と、ＣＱＩジェネレータ１０４と、トランシーバ（無線電話機）１０６とを含む
ことが可能である。図１のＷＴＲＵ１００は、限定としてではなく、例示として与えられ
たものであり、さらにＷＴＲＵ１００は、無線送受信に必要な他の任意の従来の処理構成
要素を含むことが可能であることに留意されたい。測定ユニット１０２は、少なくとも１
つの所定のパラメータの測定を実行して、ＷＴＲＵ１００によって感知されるチャネル品
質の推定値（estimate）をもたらす。
【００１９】
　測定パラメータは、ＷＴＲＵ１００がＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態にある間のダウンリンク
トランスポートチャネルＢＬＥＲ（ブロック誤り率）であることが可能である。高いＢＬ
ＥＲは、ダウンリンク伝送速度が高すぎるものと解釈されることが可能である。測定パラ
メータは、ダウンリンク基準チャネル（例えば、ＣＰＩＣＨ（共通パイロットチャネル）
）上で測定されたパスロス（伝播路損失）であることが可能である。ダウンリンクにおけ
る高いパスロスは、ダウンリンク伝送速度が高すぎることの表れと解釈されることが可能
である。測定パラメータは、ＡＩＣＨ（捕捉インジケーションチャネル）上で捕捉インジ
ケーションを受信するまでに要求される、プリアンブルランプアップの回数であることが
可能である。例えば、ＷＴＲＵ１００が、多くのＲＡＣＨプリアンブル送信電力ランプア
ップを要求する場合、またはＲＡＣＨ伝送が失敗した場合に、ＷＴＲＵ１００は、チャネ
ル状態が劣悪であると解釈し、ダウンリンク伝送レートの低減を求めることが可能である
。測定パラメータは、ＣＰＩＣＨ上、ＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共有制御チャネル）上、また
は他の任意のダウンリンク基準チャネル上の受信電力であることが可能である。この電力
の指示を提供することによって、ノードＢは、パスロスを推定して、それに相応してダウ
ンリンク伝送レートを増加させる、または減少させることができる。測定パラメータは、
任意のダウンリンク基準チャネル（例えば、ＣＰＩＣＨ）上で測定されたＳＮＲ（信号対
雑音比）の推定であることが可能であるが、その雑音は、熱雑音、およびＷＴＲＵによっ
て消去することができない隣接セルからの干渉を含む。測定パラメータは、ＣＰＩＣＨ　
Ｅｃ／Ｎ０（すなわち、ＣＰＩＣＨ　ＲＳＣＰ（受信信号符号電力）／ＲＳＳＩ（受信信
号強度指標））、またはＲＳＳＩを追加して、ＨＳ－ＤＰＤＣＨ測定に変換されたＰＣＣ
ＰＣＨ（１次共通制御物理チャネル）ＲＳＣＰであることが可能である。代替として、Ｈ
Ｓ－ＳＣＣＨ電力が、測定されてもよい。
【００２０】
　ＣＱＩジェネレータ１０４は、これらの測定に基づいてＣＱＩを出力する（すなわち、
ＣＱＩは、この測定の符号化バージョンである）。以上のＷＴＲＵ測定の任意の測定の１
つ、または組み合わせが、ＣＱＩ値（例えば、ルックアップテーブルのインデックス）に
マッピングされて、後で詳細に説明されるフィードバック機構の１つを介して、ノードＢ
に送信されることが可能である。ＣＱＩ値は、ＲＲＣ層に報告するためにＲＲＣ層に送ら
れることが可能である。ＣＱＩ値は、ＲＲＣ層においてフィルタリングされることが可能
である。また、マッピングを実行する際、ＷＴＲＵ１００は、ＣＱＩを生成するための自
身の受信機能力を考慮に入れることも可能である。
【００２１】
　ＣＱＩは、必ずしも、これらの測定のそのままの符号化ではなく、ＷＴＲＵ１００が、
ＷＴＲＵ１００の受信機設計、および測定された量に基づいてサポート（対応）すること
ができるトランスポートブロックサイズの推定、または最大データ転送速度の推定である
ことも可能である（すなわち、ＣＱＩは、目標ＢＬＥＲ（ブロック誤り率）を保つのにＷ
ＴＲＵがサポートすることができるトランスポートブロックサイズ、または最大データ転
送速度の符号化バージョンであることが可能である）。ＷＴＲＵによってサポートされる
ことが可能な最大トランスポートブロックサイズまたは最大データ転送速度は、インデッ
クス値（すなわち、ＣＱＩ値）にフォーマットされ、符号化される。
【００２２】
　代替として、ＣＱＩは、この測定に基づいて生成された相対的アップコマンドまたは相
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対的ダウンコマンドであることが可能である。例えば、この相対的アップ／ダウンコマン
ドは、目標ＢＬＥＲを保つのにＷＴＲＵがサポートすることができるトランスポート（転
送）ブロックサイズに基づいて、生成されることが可能である。一例を挙げれば、ＷＴＲ
Ｕ１００は、チャネル品質が非常に劣悪であると判定し、次に低いレベルまでダウンリン
ク伝送レートの低減を求めることが可能である。この場合、この制御の粒度（制御単位の
細かさ）は、１ステップより多い（例えば、アップ３レベル、ダウン４レベル）であるこ
とが可能である。この相対的アップコマンドまたは相対的ダウンコマンドは、ＷＴＲＵ１
００が、適切なＢＬＥＲで受信することができる最大トランスポートブロックサイズの増
加または低減、あるいはチャネル上の測定値（例えば、ｄＢ単位の）の増加または減少（
パスロス）を示すことが可能である。
【００２３】
　ＣＱＩは、多層（多段）構造を有することが可能である。図５は、例示的な２層（２段
）ＣＱＩ構造を示す。図５は、限定としてではなく、例示として与えられたものであり、
他の任意のＣＱＩ構造が、実施されることが可能であることに留意されたい。この例では
、ＣＱＩ値は、５（五）ビットを使用して符号化される。最初の２つのＭＳＢ（最上位ビ
ット）は、粗いＣＱＩとして使用され、３つのＬＳＢ（最下位ビット）は、それぞれの粗
いＣＱＩ範囲内での細かいＣＱＩとして使用される。ＲＲＣ測定報告を介してのＣＱＩ報
告が、粗いＣＱＩ（遅い更新）を送信するために使用されることが可能であり、物理層（
Ｌ１）手続きが、細かいＣＱＩ（速い更新）を送信するために使用されることが可能であ
る。ゆっくり変化するチャネル状況において、粗いＣＱＩが使用されることが可能である
のに対して、ＣＱＩの変化の速度が、より速い場合、ＣＱＩは、Ｌ１ベースのＣＱＩ報告
手続きを介して報告されることが可能である。
【００２４】
　ＣＱＩが生成されると、トランシーバ１０６が、ノードＢに、そのＣＱＩを送信する。
Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態におけるＷＴＲＵ１００に割り当てられた専用制御チャネルは全
く存在しないので、トランシーバ１０６は、ＲＡＣＨを介して、あるいは、伝送を開始す
るのに、そのチャネルをまず獲得するようＷＴＲＵに要求する他の任意の競合ベースのチ
ャネルを介して、ＣＱＩ情報を送信する。
【００２５】
　ＣＱＩの伝送は、ＨＳ－ＤＰＤＣＨ上の伝送に関する高品位の、適切なリンクパフォー
マンス予測指標（predictor）を提供する。ＣＱＩは、ＷＴＲＵが、それまでＵＲＡ＿Ｐ
ＣＨモードまたはＣｅｌｌ＿ＰＣＨモードに入っており、全く測定を行っておらず、した
がって、ＵＴＲＡＮに測定が全く利用可能でない場合に、送信されることが可能である。
ＣＱＩは、ＷＴＲＵが、少なくとも１つの測定値をＵＴＲＡＮに送信しているが、まだ全
くダウンリンク伝送を受信していない場合に、報告されてもよい。ＣＱＩは、ＷＴＲＵが
、しばらくの間、伝送を受信していたが、測定が新鮮でなくなった場合に、報告されても
よい。すぐ前の２つの事例（ダウンリンク伝送を受信していない場合、および測定が陳腐
になった場合）では、ＨＳ－ＤＳＣＨ上で要求される測定制御の量は、減少する。
【００２６】
　ＣＱＩを送信するための実施形態を、以降に、開示する。第１の実施形態によれば、Ｗ
ＴＲＵ１００は、ＲＡＣＨプリアンブルを使用してＣＱＩ情報を送信する。従来では、Ｗ
ＴＲＵは、ＲＡＣＨプリアンブルシグネチャ系列を、複数のシグネチャ系列のなかからラ
ンダム（無作為）に選択する。第１の実施形態によれば、これらのシグネチャ系列は、複
数のグループに分けられている。ＷＴＲＵ１００は、ＣＱＩに基づいて１つのグループを
選択し、次に、選択されたグループの中のシグネチャ系列のなかから、１つのシグネチャ
系列をランダムに選択する。このシグネチャ系列の選択は、完全に無作為ではなく、ＣＱ
Ｉに依存する。例えば、２（二）ビットのＣＱＩが使用され、合計で１６のシグネチャ系
列が、それぞれが４つの一意のシグネチャ系列を有する４つのグループに分割される場合
、このＣＱＩを使用して、４（四）つのグループの１つが選択されることが可能であり、
選択されたグループの中の４つのシグネチャ系列の１つが、ランダムに選択される。ノー
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ドＢにおいてシグネチャ系列を復号すると、ノードＢは、シグネチャ系列番号を相互参照
して、グループ、および伝送されたＣＱＩを割り出す。
【００２７】
　ＣＱＩインデックスの数が、１６を超えた場合、従来の１６ビットプリアンブルシグネ
チャ系列の数は、１６から２k（ただし、ｋ＞４）まで増やされることが可能であり、選
択されたシグネチャ系列をすべてのプリアンブルの中で２５６回繰り返すのではなく、Ｗ
ＴＲＵ１００は、新たなシグネチャ系列を（２５６／（２k-4））回、繰り返すことがで
きる。
【００２８】
　代替として、ＣＱＩは、ＲＡＣＨプリアンブルの終わりに付加されることが可能である
。図２は、ＲＡＣＨプリアンブル２０２の終端に付加されたＣＱＩ２０６を示す。この例
では、ＲＡＣＨプリアンブル伝送は、１６ビットシグネチャ系列２０４およびＣＱＩ２０
６の２５６回の繰り返しを含む。ノードＢが、このプリアンブル系列２０２を検出すると
、ノードＢは、プリアンブル系列２０２の終端のＣＱＩ２０６を取り出し、捕捉インジケ
ーションを送信する。ＷＴＲＵ　ＩＤ（アイデンティティ）は、ノードＢが、ＲＡＣＨメ
ッセージを復号すると、特定されることが可能である。代替として、ＷＴＲＵ　ＩＤも、
プリアンブルの終端に付加されてもよい。このようにすることにより、後続のＲＡＣＨメ
ッセージ伝送を必要とすることなしに、プリアンブルの中で要求されるすべての情報を送
信することが可能になる。
【００２９】
　第２の実施形態によれば、ＣＱＩは、ＲＡＣＨメッセージの制御部分を介して送信され
る。図３は、例示的なＲＡＣＨタイムスロットフォーマットを示す。１０ミリ秒のＲＡＣ
Ｈ無線フレーム３００が、１５個のタイムスロット３０２を含む。各タイムスロット３０
２は、並列に送信されるデータ部分３１０と、制御部分３２０とを含む。従来通りに、制
御部分３２０は、パイロットビット３２２およびＴＦＣＩビット３２４を伝送する。第２
の実施形態によれば、ＣＱＩ３２６は、制御部分３２０の中に含められる。
【００３０】
　第３の実施形態によれば、ＣＱＩは、ＲＡＣＨメッセージのデータ部分３１０を介して
送信される。図４は、ＲＡＣＨメッセージ４００の中の例示的なＲＡＣＨヘッダ４１０と
、ＭＡＣ　ＳＤＵ（サービスデータユニット）４２０とを示す。ＣＱＩ４１２は、ＲＡＣ
Ｈヘッダ４１０の中に含められている。ＣＱＩ４１２をＲＡＣＨヘッダ４１０の中に含め
るために、物理層が、ＣＱＩ４１２をＭＡＣ層（ＭＡＣ－ｃ／ｓｈ層）に供給し、ＭＡＣ
層が、ＣＱＩ４１２をＭＡＣヘッダ４１０の中に加える。物理層とＭＡＣ層の間のシグナ
リング（信号伝達）は、例えば、変更されたＰＨＹ－ステータス－ＩＮＤプリミティブを
介して実施されることが可能である。
【００３１】
　第４の実施形態によれば、ＣＱＩは、ＲＲＣメッセージ（例えば、測定レポートメッセ
ージ）を介して送信されることが可能である。ＣＱＩは、ＲＲＣメッセージの中に含めら
れるようにＷＴＲＵのＲＲＣ層に送られる。ＣＱＩは、オプションとして、ＲＲＣ層によ
ってフィルタリングされてから、ＲＲＣメッセージに送られることが可能である。
【００３２】
　ＰＲＡＣＨ（物理ＲＡＣＨ）の容量は、限られているので、ＣＱＩの送信がいつ行われ
るべきかを決定するための規則が、規定される。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが、ＲＡＣＨを介
して送信すべきＭＡＣ　ＳＤＵを有する場合、ＣＱＩを送信することが可能である（すな
わち、便宜主義的な送信）。ＣＱＩは、前述したとおり、ＲＡＣＨプリアンブル内、また
はＲＡＣＨメッセージ内で送信されることが可能である。
【００３３】
　便宜主義的な送信（opportunistic transmission）は、ダウンリンク伝送と必ずしも互
いに関連付けられていないアップリンクで情報を送信する必要性に依存するので、十分で
ない可能性がある。ＲＡＣＨ上のアップリンク伝送が無い状態でのＣＱＩ報告を可能にす
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るため、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが、ＭＡＣ　ＳＤＵを送信する必要がない場合でさえ、Ｃ
ＱＩを送信（すなわち、ＣＱＩスタンドアロン送信）することが可能である。ＴＦＣＩフ
ィールドが、ＲＡＣＨ伝送がＣＱＩスタンドアロン送信であることをノードＢに信号で送
るのに使用されることが可能である。ＣＱＩスタンドアロン送信に関して、ＣＱＩは、図
２に示されるとおり、ＲＡＣＨプリアンブルに付加されてもよく、あるいはＲＡＣＨメッ
セージの制御部分またはデータ部分の中で送信されてもよい。
【００３４】
　代替として、ＣＱＩの送信（すなわち、スタンドアロンＣＱＩ送信）に関するトリガ基
準が規定されてもよい。ＣＱＩは、周期的に送信されることが可能である。ＷＴＲＵは、
ＷＴＲＵが、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態においていったん活性（アクセスできる状態）のＨ
ＳＤＰＡ接続を有すると、ＣＱＩを周期的に送信することができる。ＷＴＲＵは、チャネ
ル状況を絶えず監視して、周期的間隔でＣＱＩを送信することができる。ＣＱＩ報告のレ
ートは、設定（コンフィギュレーション）パラメータとしてＷＴＲＵに与えられる。ＣＱ
Ｉは、ＷＴＲＵ間の衝突の確率を低減するようにランダムなオフセットで報告されること
が可能である。
【００３５】
　ＣＱＩは、ノードＢによってポーリングされることが可能である。例えば、ＷＴＲＵは
、ダウンリンクでデータを受信すると、ＣＱＩを送信することができる。ノードＢは、ノ
ードＢが、到着したばかりのＣＱＩ情報を有さない場合、低いＭＣＳを選択すること、ま
たは、この初期ダウンリンク伝送でデータを全く送信しない（これにより、干渉を低減す
る）ことができる。ダウンリンク伝送は、ＷＴＲＵを宛先とするＨＳ－ＳＣＣＨ上の伝送
であることが可能である。この場合、ＷＴＲＵは、そのＨＳ－ＳＣＣＨを監視し、ＷＴＲ
Ｕが、ダウンリンクにおけるＨＳ－ＳＣＣＨ伝送上でＷＴＲＵのアドレス（すなわち、Ｈ
－ＲＮＴＩ（ＨＳＤＰＡ無線ネットワーク一時ＩＤ））を復号することに成功すると、Ｃ
ＱＩの伝送をトリガする。
【００３６】
　ＷＴＲＵは、チャネル状況の著しい変化があるときに、ＣＱＩを送信することが可能で
ある。ＷＴＲＵは、現在のＣＱＩ（または平均ＣＱＩ）と前回、報告されたＣＱＩとの差
が、所定の値を超えると、ＣＱＩを送信することが可能である。ＷＴＲＵ（例えば、ＲＲ
Ｃ）は、ＣＱＩデルタで設定される。測定されたＣＱＩ値が、所定の期間にわたってＣＱ
Ｉデルタだけ以前のＣＱＩ値を超えるたびに、ＣＱＩ報告が、トリガされる。
【００３７】
　ＷＴＲＵは、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態においてＨＳＤＰＡ接続の開始時にＣＱＩを送信
することができる。ＷＴＲＵは、チャネル状況を絶えず監視することが可能であるが、Ｃ
ＱＩは、ＨＳＰＤＡチャネルに関してＲＲＣ　ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ　ＳＥＴＵＰメッセ
ージが受信された後、送信されることが可能である。
【００３８】
　ＣＱＩの範囲は、ＣＱＩ閾値を有する複数のＣＱＩレベルに分割されることが可能であ
り、ＷＴＲＵは、これらのＣＱＩ閾値に対する、測定された（またはフィルタリングされ
た）ＣＱＩの比較に基づいて、ＣＱＩを送信することができる。測定された（またはフィ
ルタリングされた）ＣＱＩが、或るＣＱＩ閾値を超え（すなわち、ＣＱＩレベルが変わり
）、さらに、所定の期間にわたって、その新たなＣＱＩレベルに留まった場合、ＣＱＩ報
告が、トリガされる。図６は、ＣＱＩ閾値との比較に基づくＣＱＩトリガの例を示す。図
６は、限定としてではなく、例示として与えられたものであり、ＣＱＩ範囲は、任意の数
のレベルに分割されることが可能であることに留意されたい。この例では、２つのＣＱＩ
閾値が、設定されており、ＣＱＩ範囲は、３つのレベル（ＣＱＩ１、ＣＱＩ２、およびＣ
ＱＩ３）に分割される。最初、測定されたＣＱＩは、ＣＱＩ１レベルに属する。時刻Ａに
おいて、測定されたＣＱＩが、第２のレベル、ＣＱＩ２に変化する。この時点で、タイマ
が、ＣＱＩ報告をトリガするために設定される。測定されたＣＱＩは、タイマが満了する
まで、ＣＱＩ２レベルに留まり、したがって、ＣＱＩ報告が、タイマの満了時にトリガさ
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れる。時刻Ｂにおいて、測定されたＣＱＩが、ＣＱＩ１レベルに変化し、タイマが、再び
設定される。測定されたＣＱＩは、タイマが満了する前にＣＱＩ２レベルに変化する。し
たがって、ＣＱＩは、この時点で送信されない。時刻Ｃにおいて、測定されたＣＱＩが、
ＣＱＩ３レベルに変化し、タイマが、設定される。測定されたＣＱＩは、タイマが満了す
るまで、ＣＱＩ３レベルに留まり、ＣＱＩ報告が、タイマの満了時にトリガされる。
【００３９】
　ＣＱＩ報告は、いくつかのＷＴＲＵアクションに基づいてトリガされることが可能であ
る。例えば、ＣＱＩは、ＷＴＲＵが、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態に変化した際に、さらに／
またはＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ状態、およびＵＲＡ＿ＰＣＨ状態のい
ずれかにおけるセル再選択の時点で、送信されることが可能である。
【００４０】
　ＣＱＩ報告は、ダウンリンク受信に基づいてトリガされる（例えば、ＷＴＲＵが、ダウ
ンリンク受信を復号することに失敗すると、送信される）ことが可能であり、さらに、Ｃ
ＱＩは、ＲＲＣ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報および／またはＲＬＣ（無線リンク制御）ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ情報と一緒に送信されることが可能である。ＣＱＩ報告トリガレートは、ＮＡ
ＣＫカウントに基づいて調整されることが可能である。報告レートは、ＮＡＣＫカウント
が増加するにつれて増加され、報告レートは、ＡＣＫカウントが増加するにつれて低減さ
れる。
【００４１】
　ＣＱＩ報告は、トランスポートブロックＢＬＥＲに基づいて、データまたは制御情報（
すなわち、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送）が受信されることが予期される場合に受信されないと、
ＨＡＲＱ　ＢＬＥＲに基づいてトリガされることが可能である。
【００４２】
　ＣＱＩ報告は、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信に基づいてトリガされることが可能である。ＷＴＲ
Ｕが、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を復号することに成功すると、ＷＴＲＵは、関連するＨＳ－Ｐ
ＤＳＣＨ上でのデータ伝送を期待する。ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送が正しく復号された後、ＷＴ
ＲＵが、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ伝送を回復することができない場合、ＣＱＩ報告が、トリガさ
れることが可能である。このトリガ機構は、ＣＱＩ報告は、Ｎ回の観察のうちＭ回の発生
があると、トリガされるというように、平均窓（averaging window）に基づくことが可能
である。ＭおよびＮは、ハードコード（変更できないコード）にされるか、またはネット
ワーク設定可能であるとすることが可能である。
【００４３】
　代替として、ＣＱＩ報告は、観察窓（observation window）内の成功したＨＳ－ＳＣＣ
Ｈ伝送の回数（Ｋ）をカウントすることによってトリガされてもよい。この観察窓は、新
たなトランスポートブロックを示す新たなデータ標識を有するＨＳ－ＳＣＣＨ伝送の最初
の復号から開始される。この観察窓は、送信された各パケットに関して予期されるすべて
の再送を含むのに十分なだけ大きくなければならない。この観察窓は、新たなデータ標識
を有する次のＨＳ－ＳＣＣＨ伝送の着信時に終端となることが可能である。ＣＱＩは、Ｋ
が、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨにおいてＨＳＤＰＡに関して設定された再送の最大回数未満であ
る場合にトリガされる。Ｋの値、および観察窓サイズは、ネットワーク設定可能であって
もよい。トリガは、平均窓に基づくことが可能である。
【００４４】
　代替として、ＣＱＩ報告は、Ｌ回の再送の後に、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を正しく復号し、
ＨＳ－ＰＤＳＣＨ上で送信されたパケットを回復した後にトリガされてもよく、ただし、
Ｌは、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨにおいてＨＳＤＰＡに関して設定された再送の最大回数未満で
ある。パラメータＬは、ハードコードされるか、またはネットワーク設定可能であるとす
ることが可能である。このイベントは、現在のＭＣＳが控えめすぎることを暗示する。こ
のトリガは、平均窓に基づくことが可能である。
【００４５】
　ＣＱＩ報告は、ＨＳ－ＳＣＣＨ上の不活発（inactivity）に基づいてトリガされること
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が可能である。ＷＴＲＵは、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を復号した後、タイマを開始して、タイ
マが満了するまでに、ＷＴＲＵが、ＨＳＤＰＡ伝送を受信することに失敗した場合、ＣＱ
Ｉ報告をトリガすることが可能である。タイマ値は、ハードコードされるか、またはネッ
トワーク設定可能であるとすることが可能である。
【００４６】
　前段で開示した閾値およびタイマ値は、システム情報の一部として定義されることが可
能である。これらの閾値およびタイマ値は、再定義されることが可能である。ＲＲＣシグ
ナリングを介して、これらの新たな閾値およびタイマ値を指定するためのダウンリンクシ
グナリング負荷を減らすため、これらの閾値およびタイマ値は、ＲＲＣ　ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ情報および／またはＲＬＣ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報に基づいて、ＷＴＲＵによって自律
的に変更されてもよい。これらの閾値は、線形、非対称的、または対数的（いくつかのレ
ベルに関して、その他のレベルを犠牲にして、より細かい細分性を有して）であることが
可能である。閾値は、ＨＡＲＱ　ＢＬＥＲに基づいて、ＷＴＲＵによって自律的に変更さ
れてもよい。
【００４７】
　ＣＱＩ報告は、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態においてダウンリンク制御シグナリングによっ
て制御されることが可能である。ダウンリンク制御シグナリングは、ダウンリンクにおけ
る、ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＭＡＣ－ｈｓヘッダ、物理層シグナル、Ｌ２制御チャネルなどを介
して送信されることが可能である。
【００４８】
　ＲＡＣＨを介するＣＱＩの送信は、より高位の層のシグナリング（例えば、層３シグナ
リング）によって構成されることが可能である。そのような構成には、ＷＴＲＵがＲＡＣ
Ｈプリアンブルを送信するのに使用すべきシグネチャ系列、ＷＴＲＵがＰＲＡＣＨを送信
するのに使用すべきタイムスロットフォーマット、スクランブルコード、および多重チャ
ネル化コード、などが含まれる。
【００４９】
　ネットワークは、異なるＷＴＲＵの能力について知り、或るＷＴＲＵが、ＰＲＡＣＨ／
ＲＡＣＨを介してＣＱＩを送信することができるかどうかを判定することができる。ネッ
トワークは、ＷＴＲＵ能力に基づいて、ＷＴＲＵに設定パラメータを送信することができ
る。これらの設定パラメータは、ＢＣＣＨの中で従来のＳＩＢ（システム情報ブロック）
に新たなＩＥ（情報要素）を追加すること、ＢＣＣＨの中で新たなＳＩＢ（およびスケジ
ュール）を定義すること、またはＨＳＤＰＡチャネルがセットアップされる際に、ＲＲＣ
　ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ　ＳＥＴＵＰメッセージにＩＥを追加することによって、送信さ
れることが可能である。新たな測定は、「品質測定」のカテゴリに入ることが可能であり
、さらに、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態におけるＷＴＲＵに適用されることが可能である。設
定パラメータには、ＣＱＩ情報を送信するための方法（ＲＡＣＨを介して、Ｌ１ベースの
アプローチを介して、粗いＣＱＩまたは細かいＣＱＩを使用してなど）、ＣＱＩ報告パラ
メータ、ＣＱＩフィルタリング係数（ＣＱＩ値の層３フィルタリングに関する）、ＣＱＩ
報告基準（すなわち、タイマ値および閾値）などが含まれる。
【００５０】
　下位互換性に関して、ノードＢは、ＷＴＲＵが、ＲＡＣＨを介してＣＱＩを送信してい
る（すなわち、ＲＡＣＨ伝送は、ＣＱＩを含む）ことを気づかされることが可能である。
ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送を見分けるため、新たなシグネチャ系列が、定義されてもよく
、あるいはいくつかのシグネチャ系列が、ノードＢが、ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送と、Ｃ
ＱＩを含まないＲＡＣＨ伝送とを区別することができるように、ＣＱＩ報告目的で確保さ
れる。代替として、ＲＡＣＨメッセージの制御部分のＴＦＣＩフィールド（またはＲＡＣ
Ｈヘッダにおける任意のフィールド）に関する１つまたは幾つかの値が、ＣＱＩを含むＲ
ＡＣＨ伝送のために確保されてもよい。別の代替として、スクランブル符号とチャネル化
符号のセットが、ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送のために確保されてもよい。
【００５１】
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　本発明は、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨおよびＵＲＡ＿ＰＣＨ状態におけるＷＴＲＵに適用可能で
ある。これらの状態で、ＣＱＩ計算のために使用される測定は、絶えず更新される必要は
ないが、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態への切り換えを予期してＰＩＣＨ（Paging Indicator C
hannel）が受信されると、監視されることが可能である。このことにより、ＷＴＲＵが、
電力節約状態に留まり、必要とされる際にだけ測定を行うことが可能になる。
（実施形態）
　１．共有チャネルを介してＣＱＩを送信するための方法。
【００５２】
　２．少なくとも１つのパラメータの測定を実行するＷＴＲＵを含む実施形態１の方法。
【００５３】
　３．この測定に基づいてＣＱＩを生成するＷＴＲＵを含む実施形態２の方法。
【００５４】
　４．競合ベースのアップリンク共有チャネルを介してＣＱＩを送信するＷＴＲＵを含む
実施形態３の方法。
【００５５】
　５．競合ベースのアップリンク共有チャネルが、ＲＡＣＨである実施形態４の方法。
【００５６】
　６．ＣＱＩを生成するために使用される測定が、測定されたＢＬＥＲ、ダウンリンク基
準チャネル上のパスロス、ダウンリンク基準チャネル上で測定されたＳＮＲ、ＣＰＩＣＨ
　Ｅｃ／Ｎ０、ＲＡＣＨ伝送のために要求されるＲＡＣＨプリアンブルランプアップの回
数、およびダウンリンク基準チャネル上の受信電力の少なくとも１つである実施形態２～
５のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００５７】
　７．ＣＱＩが、目標ＢＬＥＲを保つようにＷＴＲＵがサポートすることができるトラン
スポートブロックサイズおよび最大データ転送速度のうち少なくとも１つの符号化された
バージョンである実施形態３～６のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００５８】
　８．ＣＱＩが、相対的アップ／ダウンコマンドである実施形態３～６のいずれか１つの
実施形態における通りの方法。
【００５９】
　９．相対的アップ／ダウンコマンドが、目標ＢＬＥＲを保つようにＷＴＲＵがサポート
することができるトランスポートブロックサイズおよび最大データ転送速度のうち少なく
とも１つに基づいて生成される実施形態８の方法。
【００６０】
　１０．ＣＱＩが、ＲＡＣＨプリアンブルを使用して送信される実施形態５～９のいずれ
か１つの実施形態における通りの方法。
【００６１】
　１１．複数のシグネチャ系列が、複数のグループに分割され、ＷＴＲＵが、ＣＱＩに基
づいて１つのグループを選択し、さらに、この選択されたグループの中のシグネチャ系列
のなかから、ＲＡＣＨプリアンブルを送信するためのシグネチャ系列をランダムに選択す
る実施形態１０の方法。
【００６２】
　１２．ＣＱＩが、ＲＡＣＨプリアンブルに付加される実施形態１０の方法。
【００６３】
　１３．ＷＴＲＵ　ＩＤが、ＲＡＣＨプリアンブルに付加される実施形態１２の方法。
【００６４】
　１４．ＣＱＩが、ＲＡＣＨメッセージの制御部分、およびＲＡＣＨメッセージのデータ
部分のうち少なくとも１つを介して送信される実施形態５～９のいずれか１つの実施形態
における通りの方法。
【００６５】
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　１５．ノードＢが、ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送と、ＣＱＩを含まないＲＡＣＨ伝送とを
区別するように、ＣＱＩを含むＲＡＣＨメッセージのために、ＴＦＣＩフィールドの少な
くとも１つの値が確保される実施形態１４の方法。
【００６６】
　１６．ＣＱＩが、ＲＡＣＨ　ＭＡＣ　ＳＤＵと一緒に送信される実施形態５～９のいず
れか１つの実施形態における通りの方法。
【００６７】
　１７．ＣＱＩが、ＰＨＹ－ステータス－ＩＮＤプリミティブを介して物理層からＭＡＣ
層にシグナリングされる実施形態１６の方法。
【００６８】
　１８．ＷＴＲＵが、ＣＱＩを周期的に送信する実施形態４～１７のいずれか１つの実施
形態における通りの方法。
【００６９】
　１９．ＣＱＩが、ＷＴＲＵ間の衝突の確率を低減するようにランダムなオフセットで送
信される実施形態１８の方法。
【００７０】
　２０．ＷＴＲＵが、ノードＢからのダウンリンク伝送に応答してＣＱＩを送信する実施
形態４～１９のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００７１】
　２１．ノードＢが、ダウンリンク伝送に関して低いＭＣＳを使用する実施形態２０の方
法。
【００７２】
　２２．ノードＢが、ダウンリンク伝送上で全くデータを送信しない実施形態２０～２１
のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００７３】
　２３．ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を復号することにＷＴＲＵが成功すると、ＣＱ
Ｉを送信する実施形態４～２２のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００７４】
　２４．ＷＴＲＵが、ＲＲＣ測定レポートを介してＣＱＩを送信する実施形態２３の方法
。
【００７５】
　２５．ＷＴＲＵが、チャネル状況の変化が、所定の期間にわたって所定の閾値を超える
と、ＣＱＩを送信する実施形態４～２４のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００７６】
　２６．ＣＱＩ範囲が、ＣＱＩ閾値を有する複数のＣＱＩレベルに分割され、ＣＱＩが、
或るＣＱＩ閾値を超え、さらに、事前定義された期間にわたって新たなＣＱＩレベルに留
まると、ＣＱＩが送信される実施形態４～２５のいずれか１つの実施形態における通りの
方法。
【００７７】
　２７．ＷＴＲＵが、ＣＱＩが、ＣＱＩ統計の或る領域に入ると、ＣＱＩを送信する実施
形態４～２６のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００７８】
　２８．ＷＴＲＵが、ノードＢから受信された制御情報に基づいてＣＱＩを送信する実施
形態４～２７のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００７９】
　２９．制御情報が、ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＭＡＣヘッダ、物理層シグナリング、層２制御シ
グナリング、接続セットアップメッセージ、およびＢＣＣＨの少なくとも１つを介してＷ
ＴＲＵに送信される実施形態２８の方法。
【００８０】
　３０．ノードＢが、ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送と、ＣＱＩを含まないＲＡＣＨ伝送とを
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区別するように、ＲＡＣＨを介してＣＱＩを送信するためのシグネチャ系列のセットが確
保される実施形態５～２９のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００８１】
　３１．ノードＢが、ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送と、ＣＱＩを含まないＲＡＣＨ伝送とを
区別するように、ＲＡＣＨを介してＣＱＩを送信するためのチャネル化符号とスクランブ
ル符号のセットが確保される実施形態５～３０のいずれか１つの実施形態における通りの
方法。
【００８２】
　３２．ＣＱＩが、ＲＲＣ層においてＲＲＣメッセージを介して送信される実施形態４～
３１のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００８３】
　３３．ＣＱＩが、ＲＲＣ層においてフィルタリングされる実施形態３２の方法。
【００８４】
　３４．ＣＱＩが、粗いＣＱＩと細かいＣＱＩが別々に送信されるように多層構造を有す
る実施形態３～３３のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００８５】
　３５．粗いＣＱＩが、ＲＲＣメッセージを介して送信され、細かいＣＱＩが、Ｌ１シグ
ナリングを介して送信される実施形態３４の方法。
【００８６】
　３６．ＣＱＩが、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態においてＨＳＤＰＡ接続の開始時に送信され
る実施形態４～３５のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００８７】
　３７．ＣＱＩが、ＷＴＲＵが、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態に変化すると送信される実施形
態４～３６のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００８８】
　３８．ＣＱＩが、ＷＴＲＵがＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ状態、および
ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態のいずれかにある間に、セルが再選択されると、送信される実施形態
４～３７のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００８９】
　３９．ＣＱＩが、ＷＴＲＵが、ダウンリンク伝送を復号することに失敗すると、送信さ
れる実施形態４～３８のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００９０】
　４０．ＣＱＩ報告レートが、ＮＡＣＫカウントおよびＡＣＫカウントに基づいて調整さ
れる実施形態３９の方法。
【００９１】
　４１．ＣＱＩが、データまたは制御情報が受信されることが予期される場合に受信され
ないと、送信される実施形態４～４０のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００９２】
　４２．ＣＱＩが、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送が正しく復号された後、ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨ伝送を回復することができない場合、送信される実施形態４～４１のいずれか１つ
の実施形態における通りの方法。
【００９３】
　４３．ＣＱＩが、観察窓内でＫ回、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を復号することに失敗した後、
送信される実施形態４～４２のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００９４】
　４４．ＣＱＩが、Ｌ回の再送の後にＨＳ－ＳＣＣＨ伝送が正しく復号され、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨ上のパケットが回復された後、送信される実施形態４～４３のいずれか１つの実施
形態における通りの方法。
【００９５】
　４５．ＣＱＩが、ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を復号した後、所定の期間にわたっ
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てＨＳＤＰＡ伝送を受信することに失敗した場合、送信される実施形態４～４４のいずれ
か１つの実施形態における通りの方法。
【００９６】
　４６．ＷＴＲＵが、ＲＲＣ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報およびＲＬＣ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情
報に基づいて、ＣＱＩを送信するためのパラメータを自律的に変更する実施形態４～４５
のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００９７】
　４７．ＲＡＣＨを介するＣＱＩの送信が、より高位の層のシグナリングによって構成さ
れる実施形態５～４６のいずれか１つの実施形態における通りの方法。
【００９８】
　４８．共有チャネルを介してＣＱＩを送信するためのＷＴＲＵ。
【００９９】
　４９．少なくとも１つのパラメータの測定を実行するための測定ユニットを含む実施形
態４８のＷＴＲＵ。
【０１００】
　５０．この測定に基づいてＣＱＩを生成するためのＣＱＩジェネレータを含む実施形態
４９のＷＴＲＵ。
【０１０１】
　５１．競合ベースのアップリンク共有チャネルを介してＣＱＩを送信するためのトラン
シーバを含む実施形態５０のＷＴＲＵ。
【０１０２】
　５２．競合ベースのアップリンク共有チャネルが、ＲＡＣＨである実施形態５１のＷＴ
ＲＵ。
【０１０３】
　５３．ＣＱＩを生成するために使用される測定が、測定されたＢＬＥＲ、ダウンリンク
基準チャネル上のパスロス、ダウンリンク基準チャネル上で測定されたＳＮＲ、ＣＰＩＣ
Ｈ　Ｅｃ／Ｎ０、ＲＡＣＨ伝送のために要求されるＲＡＣＨプリアンブルランプアップの
回数、およびダウンリンク基準チャネル上の受信電力の少なくとも１つである実施形態５
０～５２のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１０４】
　５４．ＣＱＩが、目標ＢＬＥＲを保つようにＷＴＲＵがサポートすることができるトラ
ンスポートブロックサイズおよび最大データ転送速度のうち少なくとも１つの符号化され
たバージョンである実施形態５０～５３のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲ
Ｕ。
【０１０５】
　５５．ＣＱＩが、相対的アップ／ダウンコマンドである実施形態５０～５３のいずれか
１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１０６】
　５６．相対的アップ／ダウンコマンドが、目標ＢＬＥＲを保つようにＷＴＲＵがサポー
トすることができるトランスポートブロックサイズおよび最大データ転送速度のうち少な
くとも１つに基づいて生成される実施形態５５のＷＴＲＵ。
【０１０７】
　５７．ＣＱＩが、ＲＡＣＨプリアンブルを使用して送信される実施形態５２～５６のい
ずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１０８】
　５８．複数のシグネチャ系列が、複数のグループに分割され、ＷＴＲＵが、ＣＱＩに基
づいて１つのグループを選択し、さらに、この選択されたグループの中のシグネチャ系列
のなかから、ＲＡＣＨプリアンブルを送信するためのシグネチャ系列をランダムに選択す
る実施形態５７のＷＴＲＵ。
【０１０９】
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　５９．ＣＱＩが、ＲＡＣＨプリアンブルに付加される実施形態５７～５８のいずれか１
つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１１０】
　６０．ＷＴＲＵ　ＩＤが、ＲＡＣＨプリアンブルに付加される実施形態５７～５９のい
ずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１１１】
　６１．ＣＱＩが、ＲＡＣＨメッセージの制御部分、およびＲＡＣＨメッセージのデータ
部分のうち少なくとも１つを介して送信される実施形態５２～５６のいずれか１つの実施
形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１１２】
　６２．ノードＢが、ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送と、ＣＱＩを含まないＲＡＣＨ伝送とを
区別するように、ＣＱＩを含むＲＡＣＨメッセージのために、ＴＦＣＩフィールドの少な
くとも１つの値が確保される実施形態６１のＷＴＲＵ。
【０１１３】
　６３．ＣＱＩが、ＲＡＣＨ　ＭＡＣ　ＳＤＵと一緒に送信される実施形態６１～６２の
いずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１１４】
　６４．ＣＱＩが、ＰＨＹ－ステータス－ＩＮＤプリミティブを介して物理層からＭＡＣ
層にシグナリングされる実施形態６３のＷＴＲＵ。
【０１１５】
　６５．ＷＴＲＵが、ＣＱＩを周期的に送信する実施形態５１～６４のいずれか１つの実
施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１１６】
　６６．ＣＱＩが、ＷＴＲＵ間の衝突の確率を低減するようにランダムなオフセットで送
信される実施形態６５のＷＴＲＵ。
【０１１７】
　６７．ＷＴＲＵが、ノードＢからのダウンリンク伝送に応答してＣＱＩを送信する実施
形態５１～６６のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１１８】
　６８．ノードＢが、ダウンリンク伝送に関して低いＭＣＳを使用する実施形態６７のＷ
ＴＲＵ。
【０１１９】
　６９．ノードＢが、ダウンリンク伝送上で全くデータを送信しない実施形態６７～６８
のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１２０】
　７０．ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を復号することにＷＴＲＵが成功すると、ＣＱ
Ｉを送信する実施形態５１～６９のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１２１】
　７１．ＷＴＲＵが、ＲＲＣ測定レポートを介してＣＱＩを送信する実施形態７０のＷＴ
ＲＵ。
【０１２２】
　７２．ＷＴＲＵが、チャネル状況の変化が、所定の期間にわたって所定の閾値を超える
と、ＣＱＩを送信する実施形態５１～７１のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴ
ＲＵ。
【０１２３】
　７３．ＣＱＩ範囲が、ＣＱＩ閾値を有する複数のＣＱＩレベルに分割され、ＣＱＩは、
ＣＱＩが、或るＣＱＩ閾値を超え、さらに、事前定義された期間にわたって新たなＣＱＩ
レベルに留まると、送信される実施形態５１～７２のいずれか１つの実施形態における通
りのＷＴＲＵ。
【０１２４】
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　７４．ＷＴＲＵが、ＣＱＩが、ＣＱＩ統計の或る領域に入ると、ＣＱＩを送信する実施
形態５１～７３のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１２５】
　７５．ＷＴＲＵが、ノードＢから受信された制御情報に基づいてＣＱＩを送信する実施
形態５１～７４のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１２６】
　７６．制御情報が、ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＭＡＣヘッダ、物理層シグナリング、層２制御シ
グナリング、接続セットアップメッセージ、およびＢＣＣＨの少なくとも１つを介してＷ
ＴＲＵに送信される実施形態７５のＷＴＲＵ。
【０１２７】
　７７．ノードＢが、ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送と、ＣＱＩを含まないＲＡＣＨ伝送とを
区別するように、ＲＡＣＨを介してＣＱＩを送信するためのシグネチャ系列のセットが確
保される実施形態５２～７６のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１２８】
　７８．ノードＢが、ＣＱＩを含むＲＡＣＨ伝送と、ＣＱＩを含まないＲＡＣＨ伝送とを
区別するように、ＲＡＣＨを介してＣＱＩを送信するためのチャネル化符号とスクランブ
ル符号のセットが確保される実施形態５２～７７のいずれか１つの実施形態における通り
のＷＴＲＵ。
【０１２９】
　７９．ＣＱＩが、ＲＲＣ層においてＲＲＣメッセージを介して送信される実施形態５１
～７８のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１３０】
　８０．ＣＱＩが、ＲＲＣ層においてフィルタリングされる実施形態７９のＷＴＲＵ。
【０１３１】
　８１．ＣＱＩが、粗いＣＱＩと細かいＣＱＩが別々に送信されるように多層構造を有す
る実施形態５１～８０のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１３２】
　８２．粗いＣＱＩが、ＲＲＣメッセージを介して送信され、細かいＣＱＩが、Ｌ１シグ
ナリングを介して送信される実施形態８１のＷＴＲＵ。
【０１３３】
　８３．ＣＱＩが、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態においてＨＳＤＰＡ接続の開始時に送信され
る実施形態５１～８２のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１３４】
　８４．ＣＱＩが、ＷＴＲＵが、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態に変化すると送信される実施形
態５１～８３のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１３５】
　８５．ＣＱＩが、ＷＴＲＵがＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ状態、および
ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態のいずれかにある間に、セルが再選択されると、送信される実施形態
５１～８４のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１３６】
　８６．ＣＱＩが、ＷＴＲＵが、ダウンリンク伝送を復号することに失敗すると、送信さ
れる実施形態５１～８５のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１３７】
　８７．ＣＱＩ報告レートが、ＮＡＣＫカウントおよびＡＣＫカウントに基づいて調整さ
れる実施形態８６のＷＴＲＵ。
【０１３８】
　８８．ＣＱＩが、データまたは制御情報が受信されることが予期される場合に受信され
ないと、送信される実施形態５１～８７のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲ
Ｕ。
【０１３９】
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　８９．ＣＱＩが、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送が正しく復号された後、ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨ伝送を回復することができない場合、送信される実施形態５１～８８のいずれか１
つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１４０】
　９０．ＣＱＩが、観察窓内でＫ回、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を復号することに失敗した後、
送信される実施形態５１～８９のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１４１】
　９１．ＣＱＩが、Ｌ回の再送の後にＨＳ－ＳＣＣＨ伝送が正しく復号され、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨ上のパケットが回復された後、送信される実施形態５１～９０のいずれか１つの実
施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１４２】
　９２．ＣＱＩが、ＷＴＲＵが、ＨＳ－ＳＣＣＨ伝送を復号した後、所定の期間にわたっ
てＨＳＤＰＡ伝送を受信することに失敗した場合、送信される実施形態５１～９１のいず
れか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１４３】
　９３．ＷＴＲＵが、ＲＲＣ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報およびＲＬＣ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情
報に基づいて、ＣＱＩを送信するためのパラメータを自律的に変更する実施形態５１～９
２のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１４４】
　９４．ＲＡＣＨを介するＣＱＩの送信が、より高位の層のシグナリングによって構成さ
れる実施形態５２～９３のいずれか１つの実施形態における通りのＷＴＲＵ。
【０１４５】
　好ましい実施形態における特徴および要素は、特定の組み合わせで説明されるが、各特
徴または各要素は、好ましい実施形態のその他の特徴および要素なしに単独で、あるいは
他の特徴および要素を伴って、または伴わずに、様々な組み合わせで使用されることが可
能である。与えられる方法または流れ図は、汎用コンピュータまたはプロセッサによって
実行されるように、コンピュータ可読記憶媒体として実体化されたコンピュータプログラ
ム、ソフトウェア、またはファームウェアにおいて実施されることが可能である。コンピ
ュータ可読記憶媒体の例には、ＲＯＭ（読取り専用メモリ）、ＲＡＭ（ランダムアクセス
メモリ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハードディスクや
リムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭディスクなどの光媒体
、およびＤＶＤ（デジタルバーサタイルディスク）が含まれる。
【０１４６】
　適切なプロセッサには、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッ
サ、ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに
関連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ
）回路、他の任意のタイプのＩＣ（集積回路）、および／または状態マシンが含まれる。
【０１４７】
　ソフトウェアに関連するプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ（無線送信／受信ユニット）
、ＵＥ（ユーザ機器）、端末装置、基地局、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）、
または任意のホストコンピュータにおいて使用するための無線周波数トランシーバを実施
することができる。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話機、スピ
ーカフォン、振動デバイス、スピーカ、マイクロホン、テレビ受信機、ハンズフリーハン
ドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ（周波数変調
）無線ユニット、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）ディスプレイユニット、ＯＬＥＤ（有機発
光ダイオード）ディスプレイユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデ
オゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または任意のＷＬＡＮ
（無線ローカルエリアネットワーク）モジュールなどの、ハードウェアおよび／またはソ
フトウェアで実施されたモジュールと連携して使用されることが可能である。
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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月17日(2012.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって行われる方法であって、
　前記方法は、
　Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態において前記ＷＴＲＵが動作するステップ
と、
　高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）伝送上で前記ＷＴＲＵについての高速ダウン
リンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）無線ネットワーク一時識別子（Ｈ－ＲＮＴＩ）を
前記ＷＴＲＵが受信するステップと、
　前記ＷＴＲＵが測定を行うステップと、
　前記ＷＴＲＵについての前記Ｈ－ＲＮＴＩを受信することを条件に、前記ＷＴＲＵがＣ
ｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態からＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態に遷移するステッ
プと、
　前記測定に関連する測定レポートをノードＢにランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）
を介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において前記ＷＴＲＵが送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記測定レポートは、測定されたブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、ダウンリンク基準チャ
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ネル上のパスロス、前記ダウンリンク基準チャネル上で測定された信号対雑音比（ＳＮＲ
）、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）の受信信号電力、前記ＣＰＩＣＨのＥｃ／Ｎ
ｏ、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）伝送に必要なＲＡＣＨプリアンブルランプア
ップの回数、または前記ダウンリンク基準チャネル上の受信電力の少なくとも１つを含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記測定レポートは、ＷＴＲＵ間の衝突の可能性を減らすようにランダムなオフセット
で周期的に送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、ＲＡＣＨプリアンブルのシグネチャ系列のセットが、前記ＲＡＣＨを介
して前記測定レポートを送信することに確保されることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、チャネライゼーションコードおよびスクランブリングコードのセットが
、前記ＲＡＣＨを介して前記測定レポートを送信することに確保されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定レポートは、前記ＷＴＲＵが前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にある間、セルが再
選択されると送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ＲＡＣＨプリアンブルまたはＲＡＣＨメッセージの中で前記測定レポートを周期的間隔
で送信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態においてＨＳＤＰＡデータを前記ＷＴ
ＲＵが受信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記測定レポートに応答して選択されるトランスポートブロックサイズを有する後続の
ＨＳＤＰＡデータを前記ＷＴＲＵが受信するステップをさらに備えることを特徴とする請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＲＡＣＨを介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において送信するステップは、セル
更新に応答するものであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記測定または前記測定レポートは、チャネル品質指標（ＣＱＩ）であることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　前記ＷＴＲＵは、
　Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態において動作するように構成されるプロセ
ッサと、
　高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）伝送上で前記ＷＴＲＵについての高速ダウン
リンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）無線ネットワーク一時識別子（Ｈ－ＲＮＴＩ）を
受信するように構成される前記プロセッサと、
　測定を行うように構成される前記プロセッサと、
　前記ＷＴＲＵについての前記Ｈ－ＲＮＴＩを受信することを条件に、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ
またはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態からＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態に遷移するように構成される前記
プロセッサと、
　前記測定に関連する測定レポートをノードＢにランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）
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を介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において送信するように構成される回路と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記測定レポートは、測定されたブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、ダウンリンク基準チャ
ネル上のパスロス、前記ダウンリンク基準チャネル上で測定された信号対雑音比（ＳＮＲ
）、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）の受信信号電力、前記ＣＰＩＣＨのＥｃ／Ｎ
ｏ、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）伝送に必要なＲＡＣＨプリアンブルランプア
ップの回数、または前記ダウンリンク基準チャネル上の受信電力の少なくとも１つを含む
ことを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記測定レポートは、ＷＴＲＵ間の衝突の可能性を減らすようにランダムなオフセット
で周期的に送信されることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、ＲＡＣＨプリアンブルのシグネチャ系列のセットが、前記ＲＡＣＨを介
して前記測定レポートを送信するために確保されることを特徴とする請求項１２に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、チャネライゼーションコードおよびスクランブリングコードのセットが
、前記ＲＡＣＨを介して前記測定レポートを送信するために確保されることを特徴とする
請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記測定レポートは、前記ＷＴＲＵが前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にある間、セルが再
選択されると送信されることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記測定レポートを、ＲＡＣＨプリアンブルまたはＲＡＣＨメッセージの中で周期的間
隔で送信するように構成される前記回路をさらに備えることを特徴とする請求項１２に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態においてＨＳＤＰＡデータを受信するよう
に構成される回路をさらに備えることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記測定レポートに応答して選択されるトランスポートブロックサイズを有する後続の
ＨＳＤＰＡデータを受信するように構成される回路をさらに備えることを特徴とする請求
項１９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記ＲＡＣＨを介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態において送信するように構成される
前記回路は、セル更新動作に応答するものであることを特徴とする請求項１２に記載のＷ
ＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記測定または前記測定レポートは、チャネル品質指標（ＣＱＩ）であることを特徴と
する請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　無線ネットワークであって、
　前記無線ネットワークは、
　Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態において動作する無線送信／受信ユニット
（ＷＴＲＵ）と通信するように構成される回路と、
　高速共有制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）伝送上で前記ＷＴＲＵについての高速ダウン
リンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）無線ネットワーク一時識別子（Ｈ－ＲＮＴＩ）を
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送信するように構成される回路であって、前記ＷＴＲＵは、前記ＷＴＲＵについての前記
Ｈ－ＲＮＴＩを受信することを条件に、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態から
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態に遷移する、回路と、
　ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）を介して前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にある前
記ＷＴＲＵから測定レポートを受信するように構成される回路と、
　を備えることを特徴とする無線ネットワーク。
【請求項２４】
　前記測定レポートは、測定されたブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、ダウンリンク基準チャ
ネル上のパスロス、前記ダウンリンク基準チャネル上で測定された信号対雑音比（ＳＮＲ
）、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）の受信信号電力、前記ＣＰＩＣＨのＥｃ／Ｎ
ｏ、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）伝送に必要なＲＡＣＨプリアンブルランプア
ップの回数、または前記ダウンリンク基準チャネル上の受信電力の少なくとも１つを含む
ことを特徴とする請求項２３に記載の無線ネットワーク。
【請求項２５】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、ＲＡＣＨプリアンブルのシグネチャ系列のセットが、前記ＲＡＣＨを介
して前記測定レポートを受信することに確保されることを特徴とする請求項２３に記載の
無線ネットワーク。
【請求項２６】
　前記測定レポートを含むＲＡＣＨ伝送と前記測定レポートを含まないＲＡＣＨ伝送とを
見分けるために、チャネライゼーションコードおよびスクランブリングコードのセットが
、前記ＲＡＣＨを介して前記測定レポートを受信することに確保されることを特徴とする
請求項２３に記載の無線ネットワーク。
【請求項２７】
　前記測定レポートは、前記ＷＴＲＵが前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にある間、セルが再
選択されると受信されることを特徴とする請求項２３に記載の無線ネットワーク。
【請求項２８】
　ＲＡＣＨプリアンブルまたはＲＡＣＨメッセージの中で前記測定レポートを周期的間隔
で受信するように構成される回路をさらに備えることを特徴とする請求項２３に記載の無
線ネットワーク。
【請求項２９】
　前記ＷＴＲＵが前記Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態にある間、ＨＳＤＰＡ
データを送信するように構成される回路をさらに備えることを特徴とする請求項２３に記
載の無線ネットワーク。
【請求項３０】
　前記測定レポートに応答して選択されるトランスポートブロックサイズを有する後続の
ＨＳＤＰＡデータを送信するように構成される回路をさらに備えることを特徴とする請求
項２９に記載の無線ネットワーク。
【請求項３１】
　前記回路は、前記ＲＡＣＨを介して前記測定レポートを受信するように構成され、前記
ＷＴＲＵは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあり、セル更新動作に応答するものであることを
特徴とする請求項２３に記載の無線ネットワーク。
【請求項３２】
　前記測定レポートは、チャネル品質指標（ＣＱＩ）であることを特徴とする請求項２３
に記載の無線ネットワーク。



(25) JP 2012-195960 A 2012.10.11

10

フロントページの続き

(72)発明者  クリストファー　アール．ケーブ
            カナダ　エイチ９エー　３ジェイ２　ケベック　モントリオール　ドラール－デ－オルモー　バフ
            ィン　２５８
(72)発明者  ポール　マリニエール
            カナダ　ジェイ４エックス　２ジェイ７　ブロサール　ストラビンスキ　１８０５
(72)発明者  スディーア　エー．グランディ
            アメリカ合衆国　１０５４３　ニューヨーク州　ママロネック　ノース　ジェイムズ　ストリート
            　１６０５
(72)発明者  ビンセント　ロイ
            カナダ　エイチ２エス　２イー１　ケベック　モントリオール　デ　ラ　ロシェ　６２５４
Ｆターム(参考) 5K067 AA23  AA33  CC02  DD02  DD11  DD43  DD45  EE02  FF16  JJ13 
　　　　 　　        LL11 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

